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本 県 の 森 林 は ， 人 工 林 を 中 心 に 資 源 と し て 利 用 可 能 な 時 期 を 迎 え つ つ あ り ， 森 林

の 公 益 的 機 能 の 持 続 的 発 揮 と 県 産 材 の 安 定 供 給 体 制 の 構 築 を 両 立 さ せ る た め に は ，

計 画 的 か つ 適 正 な 森 林 伐 採 を 推 進 す る こ と が 重 要 で す 。 森 林 伐 採 の う ち 皆 伐 作 業 に

お い て は ， 伐 採 中 及 び 伐 採 後 の 公 益 的 機 能 の 低 下 防 止 に 配 慮 す る と と も に ， 適 正 な

更 新 作 業 を 確 実 に 実 施 す る 必 要 が あ り ま す 。 こ の た め ， 森 林 の 伐 採 ・ 搬 出 ・ 更 新 に

つ い て は ， 次 の 事 項 に 留 意 し て く だ さ い 。

１ 森 林 を 皆 伐 す る 場 合 に 留 意 す べ き 事 項

（ １ ） 皆 伐 箇 所 に つ い て

○ 人 家 の 裏 山 ， 落 石 の 恐 れ の あ る 転 石 の 周 辺 ， 常 時 流 水 の あ る 谷 沿 い ， 希 少 動 植 物

生 息 地 等 の 箇 所 に つ い て は 皆 伐 を 回 避 ，又 は 可 能 な 限 り 縮 小 し ，保 全 林 と し て 残 す 。

（ ２ ） 皆 伐 の 面 積 等 に つ い て

○ １ 箇 所 当 た り の 皆 伐 面 積 は ， ２ ０ ha以 内 と す る こ と が 望 ま し い 。

◆ 皆 伐 面 積 は ， 経 済 性 の み な ら ず ， 地 形 ， 地 質 や 下 流 域 の 人 家 等 も 考 慮 し て 決 定 さ れ る べ き で あ り ，

法 令 的 に 皆 伐 面 積 の 制 限 が な い 森 林 に お い て も ， １ 箇 所 当 た り の 皆 伐 面 積 は 20ha以 内 と す る こ と が

望 ま し い と 考 え ら れ ま す 。 特 に ， 山 地 災 害 防 止 機 能 が 高 い 森 林 に つ い て は 極 力 ， 小 面 積 の 皆 伐 地 と

な る よ う 努 め て く だ さ い 。

◆ な お ， 市 町 村 に よ っ て は ， 上 記 の 他 に 森 林 の も つ 機 能 に 応 じ て 皆 伐 面 積 の 限 度 を 市 町 村 森 林 整 備

計 画 に お い て 別 途 定 め て い る と こ ろ も あ り ま す 。

○ 耕 作 地 ， 河 川 等 に 影 響 を 及 ぼ す お そ れ が あ る 皆 伐 箇 所 で は ， 林 縁 部 分 を 極 力 残 す 。

○ 大 規 模 な 皆 伐 地 に お い て は ，尾 根 筋 や 伐 採 箇 所 間 に ２ ０ ｍ 程 度 の 帯 状 の 森 林 を 残 す 。

◆ 大 規 模 な 皆 伐 地 (20ha以 上 )に お い て は ， 伐 採 箇 所 の 周 囲 や 尾 根 筋 ， 伐 採 箇 所 間 に ， 幅 20m程 度 の

保 護 帯 を 列 状 又 は 塊 状 に 残 置 し ， 伐 採 箇 所 を モ ザ イ ク 状 に 分 散 す る こ と な ど に よ り 森 林 の 公 益 的 機 能

の 低 下 を 招 か ぬ よ う 十 分 に 配 慮 し て く だ さ い 。

２ 皆 伐 作 業 中 に 留 意 す べ き 事 項

○ 造 材 時 に 発 生 す る 枝 条 等 は ，更 新 作 業 の 支 障 と な ら な い よ う ，適 正 に 整 理 す る こ と 。

◆ 伐 採 跡 地 を 適 切 に 森 林 へ と 更 新 す る た め に ， 造 材 時 に 発 生 す る 枝 条 や 末 木 は ， 皆 伐 作 業 に 使 用 す る

林 業 機 械 等 を 活 用 し ， 下 流 へ の 流 出 防 止 と と も に ， 再 造 林 の 支 障 と な ら な い よ う 等 高 線 に 沿 っ て 集 積

す る な ど 適 正 に 整 理 し て く だ さ い 。

◆ ま た ， 広 葉 樹 林 に お け る 萌 芽 更 新 地 で は ， 伐 採 し た 根 株 に 陽 光 を 十 分 当 て る 必 要 が あ る こ と か ら ，

枝 条 等 に よ る 根 株 へ の 被 覆 を 避 け て く だ さ い 。

伐採に関すること 

持続可能な森林経営のために 



１ 路 網 整 備 の 考 え 方

皆 伐 地 で の 材 の 搬 出 に は 効 率 的 な 路 網 整 備 が 必 要 で す が ， そ の 開 設 の 仕 方 に よ っ て は 山 地 災 害 を 引 き

起 こ す 最 大 の 原 因 と な り 得 る こ と か ら ， こ こ で は 皆 伐 等 の 搬 出 時 に 作 設 す る 路 網 整 備 の 考 え 方 に つ い て

示 し ま す 。

○ 簡 易 で ， 壊 れ に く い 道 を 必 要 最 小 限 度 に 開 設 す る 。

◆ 皆 伐 等 の 搬 出 時 に 作 設 す る 路 網 は ， 一 部 で 適 切 な 水 処 理 等 の 対 策 が 施 さ れ て お ら ず ， こ れ が 原 因 と

な っ て 山 地 災 害 等 を 引 き 起 こ し て い る 事 例 が 見 受 け ら れ る こ と か ら ， 排 水 を 考 慮 し ， 特 に 路 肩 を 中 心

に 堅 固 な 土 構 造 の 壊 れ に く い 道 づ く り を 念 頭 に 必 要 最 小 限 の 開 設 と し て く だ さ い 。

○ 伐 採 ・ 搬 出 時 に 一 時 的 に 作 設 し た 路 網 の う ち ， そ の 後 の 森 林 施 業 ， 管 理 に 用 い な い

も の は ， 土 砂 流 出 対 策 を 講 じ る と と も に ， 適 切 に 森 林 に 復 旧 す る 。

◆ 伐 採 ， 搬 出 作 業 終 了 後 に 恒 久 的 に 利 用 す る 路 網 以 外 は ， 原 則 ， 森 林 に 復 旧 す る た め に 適 切 に 植 栽

な ど し て く だ さ い 。 ま た ， 恒 久 的 に 利 用 す る 路 網 は ， 適 正 な 維 持 管 理 に 努 め て く だ さ い 。

○ 伐 出 作 業 地 に お い て 土 砂 等 の 流 出 の お そ れ が あ る 箇 所 に つ い て は ， 支 障 木 等 を 利 用

し た 簡 易 な 編 柵 工 や 筋 工 等 を 施 工 す る な ど し ， 適 切 な 流 出 防 止 対 策 を 講 じ る 。

◆ 作 業 終 了 後 に お い て は 必 ず ， 残 土 や 枝 条 ， 末 木 等 の 処 理 状 況 を 確 認 し ， 必 要 に 応 じ て 現 地 資 材

と な る 支 障 木 (丸 太 等 )を 利 用 し ， 編 柵 工 な ど の 施 工 に よ る 流 出 防 止 対 策 を 講 じ て く だ さ い 。

○ 導 入 す る 作 業 シ ス テ ム に 対 応 し た 路 網 の 整 備 を 検 討 す る 。

◆ 現 地 の 自 然 条 件 （ 地 形 ， 地 質 等 ） を 踏 ま え ， 労 働 生 産 性 や 安 全 性 を 考 慮 し て 決 定 し た 作 業 シ ス テ ム

に 対 応 し た 路 網 の 整 備 （ 幅 員 や 密 度 な ど ） を 検 討 し な け れ ば な り ま せ ん 。

○ 地 形 と 調 和 し た 線 形 と し ， 切 土 と 盛 土 の 土 量 が 均 衡 す る よ う 施 工 す る 。

◆ 山 を 上 り 下 り し ， 材 の 運 搬 を 行 う 幹 線 は ， 地 形 の 安 定 し た 尾 根 や ， 山 腹 斜 面 で 傾 斜 の 緩 く な っ た

部 分 を で き る だ け 利 用 し ， 林 業 機 械 を 使 っ て 集 材 作 業 な ど を 行 う 支 線 は 等 高 線 に 沿 っ て 開 設 し ， 切 土

高 を 低 く 抑 え る こ と を 基 本 と し て く だ さ い 。 ま た ， 切 土 ， 盛 土 の 土 量 を 等 量 に す る と ， 残 土 処 理 の 問

題 が 解 決 で き る な ど の メ リ ッ ト が あ り ま す 。

○ 縦 断 勾 配 は ， 波 型 線 形 を 積 極 的 に 採 用 し ， 路 面 水 を こ ま め に 分 散 排 水 す る 。

◆ 縦 断 勾 配 は ， 極 力 地 形 に 合 わ せ て 波 型 線 形 と し ， 必 要 に 応 じ て 土 盛 横 断 排 水 施 設 等 を 施 工 し ， 路 面

水 を こ ま め に 分 散 排 水 し て く だ さ い 。

分 散 排 水 の イ メ ー ジ 路 面 全 体 を 掘 り 起 こ し て 転 圧 す る こ と で 不 等 沈 下 を 防 ぐ

搬出に関すること 



１ 再 造 林 の た め の 取 り 組 み に つ い て

○ 皆 伐 地 の 森 林 所 有 者 に は 伐 採 前 に ， 再 造 林 に 向 け た 働 き か け を 行 う 。

◆ 森 林 所 有 者 が 再 造 林 に 係 る 経 費 を 捻 出 し や す い よ う ， 別 紙 「 伐 採 ・ 造 林 プ ラ ン 」 等 を 活 用 し ， 伐 採

時 に 立 木 代 金 の 中 か ら 造 林 経 費 等 を 差 し 引 き 精 算 し た 造 林 計 画 等 を 提 示 す る な ど し ， 確 実 に 再 造 林 に

つ な が る よ う 働 き か け を 行 う こ と が 大 切 で す 。

○ 皆 伐 と 植 林 は 一 連 の 作 業 と し て 行 い ， 皆 伐 後 ， 時 期 を み て 直 ち に 植 林 を 行 う 。

◆ 人 工 林 の 皆 伐 と そ の 後 の 植 林 は 一 連 の 作 業 と し て 行 う こ と が 技 術 的 に 無 理 も な く ， ま た ， 皆 伐 後 ，

時 期 を み て 直 ち に 植 林 を 行 う こ と が 公 益 的 機 能 の 早 期 発 現 や 再 造 林 経 費 の 低 コ ス ト 化 に つ な が る な ど

の メ リ ッ ト が あ り ま す 。

再 造 林 に 配 慮 し た 皆 伐 作 業 の 取 り 組 み 事 例
◎ 皆 伐 作 業 の 中 で ， 後 の 植 林 に 配 慮 し た 作 業 方 法 の 取 り 組 み 事 例 を 紹 介 し ま す 。

○ 作 業 路 や 作 業 土 場 に は 処 理 し た 枝 条 を 敷 き 詰 め ， 土 壌 の か く 乱 を 防 止
○ 伐 出 作 業 時 に 用 い た グ ラ ッ プ ル 等 を 利 用 し て 地 拵 え を 実 施
○ 植 栽 箇 所 は ， 末 木 や 枝 条 を 植 裁 間 隔 （ 1.8～ 2.2ｍ ） ご と に 棚 積

◎ 搬 出 道 等 を 開 設 す る 際 に 処 理 し た 枝 条 等 を 路 面 に 敷 き 詰 め ， 土 壌 の か く 乱 防 止 や 路 面 の 保 護 を 図 る 。

◎ 伐 採 ， 搬 出 の 作 業 時 に 用 い た プ ロ セ ッ サ や グ ラ ッ プ ル 等 の 機 械 を 利 用 し ， 地 拵 え を 実 施 す る 。 植 栽 箇 所 に

つ い て は ， 後 の 植 林 に 配 慮 し ， 末 木 や 枝 条 を 植 裁 間 隔 （ 1.8～ 2.2ｍ ） ご と に 棚 積 み す る 。 な ど

◎ こ の よ う な 地 拵 え 等 に よ っ て 植 林 の 経 費 を 大 き く 軽 減 で き る な ど の メ リ ッ ト が あ り ま す 。

グ ラ ッ プ ル に よ る 枝 条 等 の 地 拵 え 施 工 状 況 全 景 枝 条 等 を 棚 積 み し た 跡 に 1.8m間 隔 で ス ギ を 植 栽

２ 皆 伐 地 の 更 新 方 法 に つ い て

○ 人 工 林 皆 伐 跡 地 に お い て は 原 則 ， 植 栽 に よ る 更 新 を 実 施 す る 。

◆ 人 工 林 （ ス ギ 等 ） の 皆 伐 跡 地 で 収 量 が 高 い 等 の 確 認 が で き た 人 工 林 適 地 で は ， 原 則 ， 再 造 林 を 推 進

し て く だ さ い 。

◆ ス ギ ，ヒ ノ キ 等 の 植 栽 本 数 は ，植 栽 地 の 状 況 等 を 踏 ま え た 上 で 2,000本 ／ ha程 度 か ら 検 討 し ，ま た ，

伐 採 し た 木 の 成 長 や 材 質 (色 )等 か ら 判 断 し ，品 種 に つ い て も 検 討 の う え 植 栽 樹 種 を 決 定 し て く だ さ い 。

○ 天 然 林 は ， 原 則 と し て 萌 芽 に よ る 更 新 を 実 施 。

◆ 天 然 更 新 完 了 の 判 断 は ， 伐 採 後 の 翌 年 度 か ら ５ 年 以 内 に 更 新 対 象 樹 種 の 稚 樹 ， 幼 樹 ， ぼ う 芽 枝 等 の

う ち ， 樹 高 が 0.5ｍ 以 上 ， ｈ ａ 当 た り の 密 度 が 2,000本 以 上 確 認 さ れ た 場 合 と な り ま す 。

更新に関すること 



森 林 の 立 木 を 伐 採 （ 皆 伐 等 ） す る と き は ， 届 出 や 許 可 を 受 け る 必 要 が あ り

ま す 。 伐 採 す る 前 に 必 ず 所 在 す る 森 林 の 市 町 村 林 務 担 当 窓 口 等 に 確 認 し て く

だ さ い 。

【 森 林 の 立 木 を 伐 採 す る た め の 事 前 確 認 フ ロ ー 】

地 域 森 林 計 画 の 対 象 森 林 で す か ？

対 象 林 で あ る か 否 か は ， 伐 採 す る 森 林 の あ る 届 出 は 不 要 で す 。
い い え

市 町 村 林 務 担 当 窓 口 で 確 認 が で き ま す 。

は い

そ の 対 象 森 林 は ， 保 安 林 で す か ？ 県 （ 支 庁 ， 地 域 振 興 局 ） へ

連 絡 を お 願 い し ま す 。
(最 寄 り の 県 の 地 域 振 興 局 等 で 確 認 が で き ま す 。) は い

(保 安 林 の 伐 採 は ， 許 可 等 が 必 要 で す 。 )

い い え

伐 採 後 の 対 象 森 林 の 用 途 は 対 象 森 林 の 開 発 の 面 積 は

何 で す か ？ 開 発 １ haを 超 え ま す か ？

森 林 い い え は い

「 伐 採 及 び 伐 採 後 の 造 林 届 出 書 」 の 「 林 地 開 発 許 可 申 請 書 」 を 提 出

提 出 が 必 要 で す 。 し ， 県 の 許 可 が 必 要 で す 。

(伐 採 開 始 の 90～ 30日 前 の 提 出 と な り ま す 。 )

伐 採 す る 対 象 森 林 の あ る 市 町 村 林 務 県 （ 支 庁 ， 地 域 振 興 局 ） へ

担 当 窓 口 へ 連 絡 を お 願 い し ま す 。 連 絡 を お 願 い し ま す 。

林 野 庁 及 び 本 県 に お い て は ，「 木 材 ・ 木 製 品 の 合 法 性 ， 持 続 可 能 性 の 証 明 の た め の

ガ イ ド ラ イ ン 」 に 基 づ き ， 合 法 性 が 証 明 さ れ た 木 材 ・ 木 製 品 の 流 通 促 進 の 取 り 組 み を

行 っ て お り ， 県 の 公 共 事 業 等 に お い て は ， 届 出 を 行 わ ず に 不 法 に 伐 採 さ れ た 木 材 は ，

一 切 使 え ま せ ん の で ， 伐 採 の 際 は 必 ず 所 定 の 手 続 き を 行 っ て く だ さ い 。

詳 し い こ と は ， 最 寄 り の 市 町 村 ， 又 は ， 県 （ 支 庁 ， 地 域 振 興 局 ） の 林 務 担 当 窓 口

ま で お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。

森林の立木を伐採するには 



【 参 考 】
伐 採 ・ 造 林 プ ラ ン

１ 森 林 所 有 者 等

森 林 所 有 者 名 住 所

森 林 所 在 地

樹 種 林 齢 面 積

２ 伐 採 計 画

(1)生 産 量 (予 定 )

区 分 立 木 材 積 利 用 材 積 備 考

㎥ ㎥ス ギ ス ギ

㎥ ㎥生 産 量 ヒ ノ キ ヒ ノ キ

㎥ ㎥そ の 他 そ の 他

(2)作 業 シ ス テ ム

区 分 伐 倒 木 寄 ， 集 材 造 材 搬 出 ・ 運 搬 備 考

使 用 機 械

３ 搬 出 計 画

(1)土 場 ， 路 網 計 画

区 分 常 設 仮 設 摘 要

土 場 箇 所 土 場 箇 所

路 網 整 備 等 ト ラ ッ ク 道 m ト ラ ッ ク 道 m

搬 出 作 業 道 m 搬 出 作 業 道 m

(2)チ ェ ッ ク 事 項

□ 傾 斜 ， □ 谷 川 横 断 ， □ 土 質 ， □ 湧 水 ， □ 転 石 ， □ 民 家 ・ 建 物 ， □ 公 道 ，

□ 水 源 ， □ 電 線 ・ 電 話 線 ， □ 水 道 管 ， □ 保 存 帯 ， □ 保 存 木 ， □ 野 生 生 物

そ の 他 特 記 事 項

４ 更 新 計 画

植 栽 樹 種 ス ギ ヒ ノ キ そ の 他 合 計 備 考

再 造 林 面 積 ha ha ha ha

本 ／ ha 本 ／ ha 本 ／ ha 本 ／ ha

植 栽 本 数

本 本 本 本

鳥 獣 対 策 等 シ カ ， イ ノ シ シ

５ プ ラ ン 担 当 者 等

策 定 者 (事 業 体 名 ， 担 当 者 名 )

住 所 ， 連 絡 先 ℡

作 業 期 間 ( 予 定 ) 年 月 日 ～ 年 月 日


